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【調査研究・研修の概要】（調査研究・研修のねらい・手法・成果など）

2009 年、10 年の調査では、沖縄からの海兵隊グアム移転計画が現地生活や自然環境に与える悪影響の分析を

中心にしていたが、2011 年度の調査は、それに加え、移転計画の遅れの要因とその影響についても焦点を当て

た。2011 年の現地調査（通算 3 回目では）では、はじめて、北マリアナ諸島自治領テニアン島を訪問先に加え

た（テニアンはグアムに移転される海兵隊員の訓練場として想定されており、現在、島の 3 分の 2 が米軍用地

となっている）。

グアム調査では、日系の事業者に対する聞き取りを主に行い、移転事業の遅れによって、移転推進派にも依然

として利益がもたらされていないことを確認した。

テニアン調査では、「米軍歓迎」の心理の内実がどのようなものかを探った。米軍増強に経済活性化の糸口を

見出す意見がある一方で、米軍歓迎派の中ですら「米軍が特に使う気のない土地であるならば、返還してほしい」

との感情が強いこともわかった。

米日両政府は、必要性も実現可能性も低い計画に固執しつづけることで、現地の人々の自立的な生活をさまた

げている。

【調査研究・研修の経過】（取り組みの具体的な経過：主要な出来事のみ）

2011 年 11 月：テニアン島（北マリアナ自治領）、グアム島における現地調査

問題となっている場所の地図あるいは写真など

（あれば）

【今後の展望など】

・グアムの米軍再編問題に関する書籍の刊行

・日本から米国への資金の流れに関する分析
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